
 

  

■ はじめに 
地球温暖化の進行に伴う気候変化への関心が高まる中、

世界中の様々な研究機関が全球を対象にした数値モデ
ル（全球モデル）を使った気候の将来シナリオ実験を行っ
ている。これらの実験結果に基づいて温暖化の対策や適
応策を講じていく必要があるが、実験結果には不確実性
があり、将来気候だけでなく現在気候の再現状況にもばら
つきがある。どの全球モデルを使用するかによって将来
の気候変化は大きく異なるため、単一の全球モデルの結
果に依存することには危険が伴う。より信頼性の高い気候
変化シナリオを得るために、複数モデルの実験結果を使
って確率的な将来の気候変化シナリオを創出し、社会へ
の温暖化の影響について評価することが求められてきて
いる。本研究では、マルチモデルアンサンブルデータに
基づいて、地域における防災・環境対策に関わる適応戦
略の策定に資する、基盤的気候シナリオ情報を創出する
ための確率モデルを開発した。 

 
■ 活動内容 
１．統計的手法を用いた確率モデルの開発 

線形重回帰式を用いて各全球モデルの重みを決定す
る確率モデルを構築した。多重共線性を回避するため、
正則化項を導入している他、冗長な説明変数を持つ全球
モデルは積極的に除外して、計算効率を上げている。クロ
スバリデーションを行うことで確率モデルの評価を行い、
最適な回帰係数（モデルの重み）の組み合わせを決定し
た。 

 
２．確率モデルの性能評価 

開発した確率モデルの性能を評価するため、観測デー
タと確率モデルの推定値の比較を行った。日本域の月平
均気温を対象に、確率モデルの結果と、全球モデルの単
純平均値、バイアス補正（CDFDM）法による平均値を比
較した。CMIP3の20C3Mシナリオ実験を現在再現実験と
して用いた。その結果、回帰モデルが最も精度よく観測の
季節変化などの特徴を捉えていた。年々変動の幅を示す
標準偏差についても、全球モデルが持つ系統的なバイア
スが補正されていることが確認された。 

また、観測データとして水平解像度の高いアメダスデー
タを用いることで、数100kmスケールの格子データからの
統計的ダウンスケーリングが可能になる。 
 

３．確率的気候シナリオ情報 
この手法によって、将来気候の平均値や標準偏差だけ

でなく、昇温量の超過確率やパーセンタイル値などといっ
た新たな確率的気候情報が得られた（図1）。これらの情報
を気候変動適応のための影響評価に活用するべく、求め
られているデータの情報収集や提供方法などに関して、
気象庁等と協力して取り組んでいる。また、より時間解像
度の細かいデータや他の変数、他地域への応用につい
ても検討し、手法の改良を行っている。 
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図 1：CMIP3 の A1B シナリオに基づく 21 の GCM を用
いて確率モデルで推定された、1979-1998 年から
2079-2098 年までに見込まれる昇温量が 4 度を超える確
率（a:1 月, c:7 月）と、月平均気温の 90 パーセンタイル値
の昇温量（b:1 月, d:7 月）。 
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